
日本気象学会2001年春季大会

会期　　：2001年5月8日（火）～10日（木）
会場　　：東京大学本郷キャンパス（東京都文京区本郷7－3．1）

大会実行委員会担当機関：東京大学気侯システム研究センター
大会実行委員長　　　　：住　明正

当日の会場への連絡方法：大会実行委員会事務局
　　　　　　　　　　　（安田講堂4階会議室）
　　　　　　　　　　　電話（兼FAX）03－5841－2392
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大会行事予定

A会場　　　　　　山上会館大会議室
B会場　　　　　　　安田講堂

C会場　　　　　　化学教室講堂
PA会場（ポスター）：山上会館2階小会議室及びロビー
PB会場（ポスター）：安田講堂廊下

総会・シンポジウム会場：安田講堂
展示会場　　　　　　　　山上会館2階ロビー
受付　　　　　　　　　　安田講堂
大会事務室　　　　　　　安田講堂4階会議室
懇親会場　　　　　　　山上会館1階ホール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）は講演数

A会場 B会場 C会場
5月8日 09：30 一般ロ頭発表：（10，A101～A110） 一般ロ頭発表：（11，B101～B111） 一般口頭発表：（10，C101～C110）

（火〉 ’》

12二30

ポスター概要紹介：
（30，P101～P130，概要紹介後
PA会場で講演）

ポスター概要紹介：
（25，P131～P155，概要紹介後
PB会場で講演）

ポスター概要紹介：
（26，P156～P181，概要紹介後
PB会場で講演）

キーワード＝気候システム， キーワード：物質循環， キーワード：降水システム，

相互作用　他 相互作用他 熱帯大気他

13：30 専門分科会：（17，A151～A157） 専門分科会：（18，B151～B158） 専門分科会：（16，C151～C166）

～ 「アジアモンスーン域での集中観 「豪雨・豪雪をもたらすシステム 「中間圏の物理化学過程」

17：00 測研究（GAME）で何が得られた
か？」

一メソ対流系」

5月9日 09：30 一般口頭発表：（9，A201～A209） 一般ロ頭発表：（9，B201～B209） 一般口頭発表：（11，C201～C211）

（水） ～
1
2
：
3
0

ポスター概要紹介：
（30，p201～P230，概要紹介後
PA会場で講演）

ポスター概要紹介：
（26，P231～P256，概要紹介後
PB会場で講演）

ポスター概要紹介：
（25，P257～P281，概要紹介後
PB会場で講演）

キーワード：気候システム， キーワード：物質循環， キーワード：降水システム，

大気放射他 環境気象他 台風他

13＝30 総会，学会賞・藤原賞受賞記念講演
～
16：00

16二〇〇 シンポジウム「21世紀の気象学一将来展望」
～
1
8
：
3 0 司会：今須良一 基調講演：林祥介，新野宏，中根英昭， 伊藤昭彦，山中康裕

1830 懇親会
～
20：00

5月10日 09：30 一般ロ頭発表：（11，A301～A311） 一般口頭発表：（10，B301～B310） 一般口頭発表：（10，C301～C310）

（木） ～
1
2 ＝30

ポスター概要紹介：
（30，P301～P330，概要紹介後
PA会場で講演）

ポスター概要紹介：
（27，P331～P357，概要紹介後
PB会場で講演）

ポスター概要紹介：
（25，P358～P382，概要紹介後
PB会場で講演）

キーワード：大気力学， キーワード：気象予報， キーワード：観測手法，

中層大気他 中高緯度大気他 大気境界層他

13：30 専門分科会：（14，A351～A364） 専門分科会：（20，B351～B370） 専門分科会：（12，C351～C362）

～ 「APEX：アジア域の粒子環境の 「地球シミュレータ時代の数値モ 「極域寒冷域対流圏の循環と変

17：00 変動にっいての研究会」 デル」 動」

発表件数：432件（口頭発表188，ポスター244）

大会参加費：郵便振替による前納の場合　一般会員2，000円，学生会員1，000円；
　　　　　　当目受付の場合は　　　　　一般会員3，000円，学生会員2，000円，非会員3，000円・

懇親会費　：郵便振替による前納の場合　一般会員4，500円，学生会員3，500円；
　　　　　　当目払いの場合は　　　　　一般会員5，500円，学生会員4，500円，非会員5，500円．

大会当目は混雑しますので，極力前納されるようお願いします．
なお郵便振替用紙は「天気」2000年12月号の末尾に挿入されたものを使い，4月25目までに振り込んで下さい．

許藷縦讐騰奈椌舗灘離姦騒舗鞭麗響占勲著舗辮1・戸舗繍綴繰押

　　　本プログラムの記載内容に関する問い合わせは、〒305－0052茨城県つくば市長峰1－1気象研究所予報研究部内講演企画委員会
　　　（e－m田1：0rg・msj＠mriづma．gojp）まで。
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薯操鶴鱒窮灘甦響羅∫い対詳細は

講演の方法
　　　　機器の使用について

’観鯵懇舅＆舖）騒懇腿鞭婁鰹内）の

’食繊碧蟹。璽瑳編繕鰍麟誤翻齪余鯵
　一をPB会場にそれぞれ掲示してください．
　・奇数番号の発表者は11：00－11：30，偶数番号の発表者は
　11＝30－12：00には必ずポスターの前にいてください．

　・講演者はポスターに表題と著者名を明記して下さい
　・ポスター発表の一人当たり使用可能面積は，幅0．9m×高
　さL2mとなっています．ポスターの掲示の際，鋲のみが使
　用可能です．これらは各自で用意して下さい．

　・ポスターの掲示可能時間は各目ともに09：15－17：30です．

　・持ち時間は5分（講演4分・質疑1分）です．

’謙翻響委ヂ製謬鼠難黙額鶏番署
代わりに普通紙書画カメラ（「A4横」サイズを推奨O
HPよりも見やすい）が使用できます．

’諜暑鶴妻契響講嬬雛纏購聖票観．

●鰯縫舞鰻夢空≦蕩蕊網鋸羅繹1墨
用する旨を届け出ていた講演者のみが使用できます．

・PCプロジェクターを使用する際は予め以下の点をご
了承ください．

一パソコンは各自で持参して下さい．会場にはプロジ
　ェクターおよび接続ケーブルのみを準備し，パソコ
　ンは用意しません．

一接続の確認は休み時間などを利用して講演者の責任
　璽行っておいてください．なお，接続に要する時間も
　講演時間に含まれますので，そのつもりで準備して
　置いてください

一突然の故障や接続ができないなどのトラブルが発生
　した場合も考慮して，最低限の発表が出来るだけの
　OHPシートも用意しておいてください．トラブルが
　生じて講演が不可能になった場合，実行委員会およ
　び講演企画委員会は一切の責任を負いません．

　　　　　　　　総　会

日時：大会第2日（5月9日）13：30～
会場：東京大学安田講堂

議事次第：

　1．開会の辞
2．議長選出

3．理事長挨拶
4．学会賞授与
5．藤原賞授与
6．2000年度事業報告

7．2000年度会計報告
8．2000年度監査報告
9．2001年度目本気象学会総会議案
10．2001年度事業計画案
11．2001年度予算案の審議
12．議長解任

　　　　　　　　　　　シンポジウムr21世紀の気象学一将来展望』

　　　　　　　　　　　　　　　日時：大会第2日（5月9目）16：00～18：30
　　　　　　　　　　　　　　　会場：東京大学安田講堂
　　　　　　　　　　　　　　　司会：今須良一（東京大学気候システム研究センター）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趣旨
　新世紀に入り・少なくとも今後10年，20年程度先を視野に入れたうえで，気象学としてこの先何を目指さなければならないの

か・といった研究の方向性について考える機会としたい．また，単に学問としての進展のみならず，社会的要請に応える一科学
分野としての気象学の役割にもついても考えてゆきたい．

　具体的には・今後開拓が期待される新しい研究分野・方向性，モデル開発の立場から求められる観測項目・精度，さらに，各分

野における学問としての魅力・おもしろさ・夢などについてご講演を頂き，討論したい．

基調講演

・「惑星科学としての力学・気候学」

・「防災，生活情報のためのメソ気象学」

・「環境問題における大気化学」

・「物質循環としての陸域・海洋生態系との相互作用（陸域）」

・「物質循環としての陸域・海洋生態系との相互作用（海洋）」

・コメンテーター

林祥介（北海道大学理学研究科）

新野宏（東京大学海洋研究所）

中根英昭（国立環境研究所大気圏環境部）

伊藤昭彦（地球フロンティア研究システム）

山中康裕（北海道大学地球環境科学研究科）

松野太郎（地球フロンティア研究システム）

秋元肇（地球フロンティア研究システム）

総合討論
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究会のお知らせ

　　　　　大会期間中とその前後に以下の研究会が予定されています．興味のある方はご自由にご参加下さい．

第17回メソ気象研究会

目時：2001年5月7目（月）（大会前目）13：30－17：30

場所：東京大学山上会館大会議室（大会A会場）

テーマ：「メソスケールシステムと周辺場との相互作用」

趣旨・鯉編霧凝㌫響舌騰灘罎翼憾醤黙驚蹴鯨擁痴蒙脇譲1隔響
　　　野聚舗蟹猫食騨窩霜聯扁の醗瀦編髄濾馨耀いこと・わからぬ一と等をフ

コンビーナー：二宮洗三（地球フロンティア）
世話人　　　：吉崎正憲（気象研），坪木和久（名大大気水圏研），小倉義光（気象協会）

プログラム：

開会　二宮洗三（地球フロンティア）

講演第1部：座長　加藤輝之（気象研）

　1）柳瀬亘（東大海洋研）丞一ラーローの発生・発達機構と周辺場
　2）二宮洗三（地球フロンァィア）寒寒吹出の擾乱の階層的様相
　3）山崎信雄（気象研）GAME再解析データ重用いた1998年7月中国豪雨の解析
　4）加藤内蔵進（岡山大）中国大陸上の梅雨剛線低気圧の発達とメソ対流系

（休憩）

講演第2部：座長　永戸久喜（気象研）

　5）柴垣佳明（大阪電通大）MU・気象レーダーで観測したメソαスケール低気圧近傍の鉛直流と降水雲の階層構造
　6）若月泰孝（名大大気水圏研）．メソスケール対流系の事例解析（メソα系との関係）

i総難讐翻縄影告警畢撫熱論濡監魏磯醗田・一・枚（・分程度）の・メントの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自由発表（飛び入り）を歓迎します．是非御参加下さい。）

目時：2001年5月7目（月）（大会前目）16：00－19：00

場所：東京大学理学部3号館（弥生キャンパス）3階326A

　地球及び他の惑星の気象力学，地球流体力学の色々な問題にっいて，若手を中心に講演していただき，質疑応答により議論を
深めるために研究会を開きます．今回は幅広いテーマについて講演を選びました．関心のある方は奮って参加して下さい・

コンビーナー：林祥介（北大理）

世話人：伊藤久徳（九大理），松田佳久（東大理），林祥介（北大理）

問い合わせ先：松田佳久（東大理）113－0033東京都文京区本郷7－3－1理学部1号館
　　　　　　　　　　　　　　　TEL：03－5841－4294，E－mai1：matsuda＠eps．s．u－tokyo・acjp

気象教育研究連絡会

目時：2001年5月7目（月）（大会前目）18：00－20：00

場所：東京大学山上会館大会議室（大会A会場）

テーマ：「学校教育から気象がなくなる！」

　新学習指導要領の2002年施行に向けて，教育現場では様々な対応が行われていますが，理科（地学），特に気象分野は危機
的な状況にさらされており，学校教員の努力による改養は制度的に不可能になっています．そのような現状を＿紹介いただき，
学会として必要な対応を検討したいと思います．多数こ参加下さい．

話題提供：名越利幸（東京都町田市立武蔵岡中学校），坪田幸政（慶磨義塾高等学校）

連絡先　：北畠尚子（気象研究所台風研究部）　TEL：0298－52－9167，FAX：0298－53－8735，E－mail：nkitabat＠mri→ma．gojp

熱収　インバランス研　会

目時：2001年5月8目（火）17：30－20＝00

場所：東京大学山上会館大会議室（大会A会場）

内容・孫論ス雌鐸弊灘謙蟹1開騨宕濾魏籍難編臨鰭羅含蓄畿聯携吻一
　　　ス測定の誤差の評価，熱収支の閉じない原因を探る．

主催：フラックス研究会，観測フロンティア／インバランス研究グループ，GAME／ANNグループ
世話人：文字信貴（大阪府立大），杉田倫明（筑波大），太田岳史（岩手大），山本晋（資環研）

連絡先：山本晋（資源環境技術総合研究所）　　TEL：0298－61－8360，FAX：0298－61－8358，E－mail二yamas＠nke。gojp

＊報告内容の詳細につきましては，気象学会会場に掲載の予定です
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目時：2001年5月10目（木）17：30～2時間程度

場所：東京大学理学部旧1号館166号室
話題：

1．南極観測報告

　第41次越冬隊報告「ドロップゾンデによる大陸上の緯度断面観測」　和田誠（極地研）
　第42次夏隊報告　　「昭和基地におけるMPL，Sky－Radiometer観測」　　塩原匡貴（極地研）

2、オホーツク海観測プロジェクトー夏と冬の気団変質一

　「1998年～2001年に行われた観測から得られた新知見」　　立花義裕（東海大文明研／地球フロンティア）
　「流跡線法による海氷域の海面熱フラックスの見積もり」　　岩本勉之（北大低温研）
　「熱収支法による海氷域の海面熱フラックスの見積もり」　小野純（東海大文明研）
　「海氷上における気団変質の航空機観測」　　　　　　　　　猪上淳（北大低温研）

代　表：木村龍治（東大海洋研）

世話人：翻騨黙灘蝉鴬麟濃轟鵜鰻韻舗欝謬墜rロンテ・η
問い合わせ先：平沢尚彦（国立極地研究所）TEL＝03－3962－5904，FAX：03－3962－5704，E－mail：hira＠nipr．acjp

第2回気象庁モデルフォーラム

　気象庁では，モデル開発嬉関する定期的な技術交流の場として，昨年に引き続き気象庁モデルフォーラムを企画しました．
関心のある方はふるってご参加下さい．

目時：2001年5月10目（木）18：00－20：00

場所：東京大学山上会館大会議室（大会A会場）

話題：

L気象庁の新しい数値予報システム（気象庁）
2．気象庁モデルを使った研究にっいて（大学関係者）
3，長期間にわたる高精度客観解析にっいて（気象庁）
4．その他

問い合わせ先：気象庁予報部数値予報課（気象庁モデル技術開発推進本部事務局）後藤進
　　　　　　　TEL：03－3212－8341（内線3305），E－mail：s－goto＠met．kishou．gojp

　　　　　　　　　　　　　　　　ベストポスター賞廃止のお知らせ

　講演企画委員会ではポスターによる一般発表を活性化する目的で，1997年春季大会からrベストポスター賞」を設けて他のお
手本となるような優れたポスターを表彰してきました．最近では，春季大会のみならず秋季大会におけるポスター発表件数も
大幅に増えるなどポスターによる発表もかなり普及し，且つ工夫を凝らした見やすいポスターが多くなってきました．講演企
画委員会でこのような状況を踏まえて議論をした結果，ポスターの普及という当初の目的は十分に達成されているとして，ベ
ストポスター賞は今大会から廃止することになりましたのでお知らせします．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保育施設斡旋について

　大会実行委員会では，大会に参加される会員のために会場近くの保育施設の紹介をします．（対象年齢6ヵ月以上：一目昼
食費込み4000円未満程度：人数上限有）．利用希望の方は4月13目までにご連絡下さい．

連絡先：高薮縁（東大気候システム）TEL：03－5453－3926，FAX：03－5453－3964，E－mail：yukari＠ccsLu－tokyo．acjp

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋季大会の予告

　2001年度秋季大会は，2001年10月10目（水）～12目（金）に岐阜県民文化ホールで開催されます発表申し込み締め切りは2
001年7月下旬頃となる予定です．
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　　　　大会第1日〔5月8日〕09：30’》12：30

　　　　　　　　　　　　　　　A会場

［キーワード：気候システム，相互作用他］　司会：阿部彩子（東大気候システム）

　　　　　　　　　　　　しく～は講演者を表す）

一般ロ頭発表

A101騰を臭第盟灘2名火星気候変動

A102騰（気象研）全球海洋上の水蒸気推定につい

A103聾寵講論テム）ENSOとアジアモンス

A104尾瀬智昭（気象研）冬季西太平洋パターンと熱帯域

　　囎差その2
A105輔箆麟編繕響告～：㌶薙

A106編騨鵬欝鯵艦1簾解監堺高
　　化システムとエルニーニョ予測実験一

AIO7無（気象庁気候情報）20世紀前半と後半のエ
　　ルニーニョ現象の発生周期について

A108冨田智彦・謝尚平（地球フロンティア／ハワイ大国
　　鱗研究センター）他1名北太平洋SSTの10
　　年規模変動に対する表層、亜表層変動の寄与

AIO9小木雅世（北大低温研）・立花義裕（東海大／地球フロ

　　聯）他2名北極振動とアムール河川水流量
　　およびオホーツク海の海氷との相関関係

A110中里’拓・見延庄士郎（北大院理）北太平洋の20
　　　裟　　　球降水量変動との関係

　　　　　　ポスター発表
【概要紹介（1件30秒以内）の後，PA会場で講演】

P101鰐ド翻醗騨魏他1名太陽活動の極

P102平沢尚彦（極地研）・中村尚（東大／地球フロンテイア）
　　瞠茗～極夜期の南極内陸大気の放射冷却過程（1）

P103鯵鵯諮擁雛蟹鵜騒裏醤杢
　　ネルギー収支について

P104村上茂教・鬼頭昭雄（気象研）結合モデルによりシ
　　ミ饗トされた氷期の条件下における急激な気
　　候変動

PIO5縣繍騰麟翻縷る蕪講3名氷
P106騰・安成哲三（筑波大地球科学）夏季アジァ
　　モンスーンの対流活動偏差における持続性と不連
　　続性

P107．欝纒翻嶽語菜議5菰、響の年々

P108川村隆一・原井智仁（富山大理）他2名インド洋赤
　　道罪雛一ドの励起プロセスについて

P109嚥婁（農環研）・鬼頭昭雄（気象研）統計的ダウ
　　ンスケーリング手法を用いた温暖化時の夏季東ア
　　ジア域の降水量予測

P110竹内綾子・　　　哉（気象庁）他4名温暖化時の降水
　　の変化一　　一C　　1による温暖化予測実験結果一

P111辮樫墾懸鰯∫鉾変講孟
P112松山洋（都立大理）・工AMarengo（CPTEC／mPE）他2
　　茗」～熟箒南アメリカにおけるCMAPの時空間変動

P113墾鵜鍵聖め綴翻認紫一ニヨ●ラニ

P114騨●松本淳（東大理）日本にお1ナる原因別豪

P115細谷浩久（ウェザーニューズ）・山川修治（目大文理）

　　他1名北半球における50hPa灘昇温現象と
　　異常気象との関係

P116財　寿　・三上岳彦（都立大理）他2名出島（長
　　　・）こお1　　19世紀の気象観測記録一目平均気温
　　推定方法の検討一

P117聡鞭暮雑瓢、颪頚灘緯度沿岸部の夏

P118鎌馨講騰、1鷲患麹灘
　　数の季節変化の関係

P119騨評警鼎齢雛駿赫ム）西部1ヒ太

P120嬬麟鷲齢輪錫難儀輔『ネ
P121田中健路（熊本大工）・石川裕彦（京大防災研）他チ
　　囎原Amdo　PBLサイトにおける地表面エネ
　　ルギーフラックスの長期モニタリング

P122羅あ灘讃5辮発工）乾燥地にお1ナる熱●

P123纏馨羅羅甥礁桑名地域水文
P124灘（気象研）植生マップヘの水平解像度の影響
　　について

P125謙懸薩環鶉廃蟻馨懇龍撫轟
　　落蒸発散量

P126謎騰農磐懲、轟燃繋鷺灘暴誕
　　光合成特性と群落内微気象に及ぼす影響

P127懇雛、し犠膿紗騨禦巖磐鱗蝉
　　ネの通水抵抗の根圏温度依存性の定量化一

P128轍懸鯵糀砺麗騰鵬確鰹森
　　影響の観測

P129八久保晃弘（北見エ大）・青木輝夫（気象研）他1名

　　　　に’1る積雪観測データを用いた積雪層構造
　　モデルの検証実験

P130欝量農覇酪濃蓑無曹藤霧呈髪
　　の関係

54 “天気”48．3．
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大会第1日〔5月8日〕09：30～12：30
　　　　　　　　　　　　B会場

［キーワード：物質循環，相互作用他］　司会：村山昌平（産総研）

　　　　　　　　　（～へく～は講演者を表す）

一般ロ頭発表

B101北和之・東陽子（東大先端研）他北部オーストラリ
　　ヲ百笛対流圏でのオゾン変動とインドネシア域バ
　　イオマス燃焼の広域影響～航空機観測キャンペー
　　ンBBLE－Bの結果より～

B102鵬蔑統游勢課懲肇夏
B103魏（舗訟劃娠鷺穆，鶏漁
　　量成分分布の計算一臭素系物質によるオゾン破壊
　　と北極渦周辺の物質分布

BIO4柴田隆（名大環境）・白石浩一（福岡大理）他4名二
　　魏スン上空のPSC－2000／2001年冬季ライダ
　　ー観測一

B105髄鶴灘講羅鵡奏雛騨
　　影響について

B’06翻膿球名△羅繍繭麹蜥魍繁簾
　　分光計による二酸化炭素濃度鉛直分石の測定

B107鰐殊繍珪鱗鵠囎伊勢湾周辺の
B108イ江川敏之・杉正人（気象研）土壌水分偏差符号と
　　　、ヲし　こ　する検討

B109燃（原研）土壌面からの蒸発過程の普遍性に
　　ついて

B110撫・Md　A．Baten（NIAES）他2名Effects　of
　　heavy　aut㎜　rain　in　2000　0n　energy　and　CO2
　　exchange　over　rice　field

B111齊藤伸治・永尾一平（名大大気水圏研）他1名都市
　　と沿岸にお齢隔ンとオゾン前駆物質の関係
　　（1）一季節変化と目変化一

　　　　　　　　ポスター発表
　　【概要紹介（1件30秒以内）の後，PB会場で講演】

P131町田敏暢・井上元（環境研）他5名シベリア上空に
　　おける大気中メタン濃度の時間的・空間的変動

P132池上雅明・、中澤高清（東北大院理）他5名対流圏に
　　おけるメタンの炭素同位体比の変動

P133驚醗巖羅礁馨灘1翻響舞
　　間にわたるCH、濃度の変動

P134藤田大輔・中澤高清（東北大院理）他2名全球三次
　　元大気輸送モデルを用いた二酸化炭素濃度変動の
　　数値シミュレーション

P135石澤みさ（地球フロンティア）・中澤高清（東北大院
　　理）他1名大気中二酸化炭素の酸素同位体比の経
　　年変動

P136森本真司（極地研）・青木周司（東北大院理）他2名
　　北極・二一オルスンにおけるCO、濃度と炭素同位
　　体比の変動

P137鵬こ卿姥騨継姦騨丞夢肇
　　　ング

P138繕灘嬰昊鍮麟鶏難鐵勢、奪蓼

P139羅三難発腰岡譜陣鷺灘簾鷺杢
　　　昭和基地の同時観測一

・P140騨：離堺あ蕪聾欝耀尋婆礁
　　　合状態～ASTAR2000での飛行機観測結果～

P141財前祐二・岡田菊夫（気象研）他1名南鳥島におけ
　　　灘ゾル粒径分布
P142西田千春・長田和雄（名大STE研）他6名乗鞍岳に
　　　鵬大気エアロゾル粒子の粒径分布
　　　（10＜D＜365nm）

P143礁魏焼麟編鵠藻鱈糖犀
　　　9月1目から10月8目のイオン成分濃度の変化一

P144猪股弥生・松永捷司（名大STE研）他6名乗鞍岳に
　　　灘化カルボニルと硫化水素の濃度の連続測
　　　定

P145謹盤購勲隼鷺腸輝歳翻
　　　変動要因一

P146Troch㎞1eDmitri・A．Matsuld（名大STE研）他10名
　　　Mxhlg　Stβte　of　Soil　Particles　Observed　in廿1e　Free

　　　Troposphere　in　Sphng　Over　Japan：Aircraft－Bome

　　　Measurement

P147響碁輔，等1呈お1ナ篇観齢藷鼎鶴
　　　エアロゾルについて：2000年春の航空機観測から

Pl48木戸瑞佳・長田和雄（名大STE研）他2名自由対流
　　　圏錦ゾル粒子中のNH、＋／SO、2一比の季節変化

P149撚蒲b，鵬幌置磁轟蓋
　　　TRANSPORT　OF　YELLOW　SAND　IN　SPRING2000

P150騰驕灘雰夢enbe「＆エ（1鉦）他2名大気

P151螺こ謡欝舞雛讐，躍謬98GCM
P152杉田考史・中島英彰（環境研）他6名ILASにより測

　　　灘北半球春期一初夏にかけての高緯度成層
　　　圏のおけるオゾン、窒素酸化物およびトレーサー
　　　物質の挙動（2）

P153赤木万哲・内野修（気象庁環境気象）他5名気象庁
　　　G糊則所における地上オゾン濃度の変動と空
　　　気塊の起源について

P154繍君縣蕊囎編翻鐵現
　　　象と東南アジアでのバイオマス燃焼

P155齢・。難叢灘辮縫7奔季北西太平洋
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　　大会第1日〔5月8日〕09：30’》12：30

　　　　　　　　　　　　　C会場

［キーワード：降水システム，熱帯大気他］　司会：藤部文昭（気象研）

　　　　　　　　　　無～は講演者を表す）

一般ロ頭発表

C101吉崎正憲・加藤輝之（気象研）他冬季目本海メソ対
　　繍一2001（WMO－01）の概況報告

C102　立アホロ・小林隆久（気象研）他境界層レーダー
　　によ　　　・連続線の観測

CIO3縦越蝶葵簿羅礫鱈鯉雲
　　について

C104ヵ鍵談齢署鯵轡脚繍奎磐害
　　と鉛直流（下降流）の関係について一

ClO5村上正隆・折笠成宏（気象研）他航空機による目本
　　潅鵬庄の内部構造観測（速報）

C106繍沸翻騙象研）他5名山岳性気流への

C107離薯客蕪鱗麟顯駿近の安定層に

C108縣灘翻響響臨鍍劉搬
　　構造について

C’09犬黙嚢難麟糖、弾太平洋上で見られ

Cl10誌露繍弊鐸％滋ヂ拡嫉奏
　　水循環観測計画にっいて

　　　　　　　　ポスター発表
　　1概要紹介（1件30秒以内）の後，PB会場で講演l

P156翻蜘纈鯵繍礁繕擶寡
　　検証一「夏季の乾燥した中層下（沈降性逆転層な
　　ど）では下層が湿潤でも熱雷は発生しにくい」一

P157騨携フr鰯融講謝灘翻
　　要因について一

Pl58田畑弾・原拓也（目大文理）他2名2000年5月24
　　臓城県・千葉県に発生した降看に関するメソ
　　　・総観解析（第2報）

P159羅●漕魏誕灘塵鶴嚢繍）襲記撫
　　気外出流に伴う乱気流

P160吉橋幸子・河崎善一郎（大阪大院）他3名ダウンバ
　　粥発生と雷放電の比較検証（3）

P161纏轟籍議詔ン●ジヤパン）関

P162道本’一郎・花田隆（防衛庁）他5名関東地方にお
　　1　　　苗雲下の車両による電界観測

P’63講あ藤野卿携編総現実的な

P164難，朧灘鱗欝流雲の発達段
P165Jin　an　Chen・Ryuichi　Shkooka（地球観測フロンテ
　　ィ　　）　　5名　　Spatial　Structure　and　Temporal
　　Variation　of　Radar　Reflectivity　for　the　Description　of

　　Precipitation　Characteristics

P166讐塾議翻鍛鱗欝搭載レーダー

P167花土弘・佐藤晋介（通総研）他航空機搭載降雨レー
　　購る冬季目本海上の降雪雲の偏波観測

P168グ隅鴨齢織鰭跨犠議ソ対流系観測

P169村田文絵・荻野慎也（神戸大自然）他9名インドネ
　　ジ騰ナる対流性降水雲に関する研究（第6報）

P170菊池文孝・荻野慎也（神戸大自然）他2名インドシ
　　欄部対流圏に見られる10～20目程度の周
　　期を持っ変動（2）

P171葬騰羅嚴欝翻自翻顯ヒ芝考恐

P172奥田俊樹・岡本典子（神戸大自然）他3名インドネ
　　灘ける季節内変動の構造

P173T§嚇騒C，懲藩糠董舗雑1名

P174辮轟縣葱諭鋸麟蕩纈
　　　について

P175認離（気象研）盛夏期に東シナ海を北上した台

P176，騨，レ馨灘鰹馨鵠灘箋繍毎濫
　　台風発生数と海面水温一

P177タ繍轟懸簿霧繊讐み謡黙萎覇
　　　と雲活動の関連性

P178筆保弘徳・林泰一（京大防災研）台風に伴うPressure
　　灘計的解析（2）一Pressure　Dipの一般的な性
　　　質一

P179宮崎　　　彦（気象衛星センター）熱帯低気圧発
　　　　の　　1　（1）

P’80雛三鯵鶉鶴綴研）他1名梅雨明1ナとア

P18’鵜醐灘腱瓢雛毘締縮灘熱
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　　　　　　　　　　　　　大会第1日〔5月8日〕13：30～17：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A会場

専門分科会『アジアモンスーン域での集中観測研究（GAME）で何が得られたか？』
　　　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す．【PlニPCプロジェクター使用予定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：上野健一（滋賀県立大）

13：30－13二35i　A151安成哲三（筑波大地球科学／地球観測フロンティア）アジアモンスーンのエネルギー・水循環過程

　　　　　　　　　はどこまでわかったか？

13：35－13：44i　A152樵（筑波大地球科学／地球観測フロンティア）・中間恵子（筑波大環境科学）他1名　レナ川流

　　　　　　　　　域における水収支の季節変化と年々変動

13二44－13二531A153購・坪木和久（名大大気水圏研）暖候期のフィリピン周辺における降水量分布の年々変動と

　　　　　　　　　中国・目本付近の降水との関係

13二53－14＝021A154木口雅司・松本淳（東大院理）インドシナ半島におけるモンスーンのオンセット

14二〇2－14＝111A155瀬（福島大教育）・立花義裕（東海大文明研）他17名インドシナ半島北部の乾季と雨季の目変動

14：11－14：251A156里村雄彦（京大理）数値モデルと観測から見えてきたタイの降水特性【PI

14：25－14：341A157鰹・上田博（名大大気水圏研）GAMEIHUBEX’98期間中の梅雨前線帯の南側領域におけ

　　　　　　　　　る対流雲g発生要因

14二34－14：481A158鰍（名大大気水圏研）・藤吉康志（北大低温研）他Meiyu前線帯に発生した降水システムの特

　　　　　　　　　徴（GAME／HUBEX）

14：48－15二〇21A159　沼口敦（北大院地球環境／地球観測フロンティア）・桑形恒男（東北農試）他1名チベット高原をめ

　　　　　　　　　ぐる水蒸気輸送と水循環

15：02－15：111A160木村富士男（筑波大地球科学）・桜久美子（筑波大環境科学）他1名チベット高原に設置した気圧計

　　　　　　　　　網による下層大気の加熱量と顕熱フラックスの比較

15：11－15：171休憩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：檜山哲哉（名大水循環センター）

15二17－15：261A161鞭（筑波大地球科学）・宮崎真（筑波大）他2名　　GAME　Asian　Automatic　Weather　Station

　　　　　　　　　Network（GAME」AAN）Projectで得られつつある成果＝現状と展望

15：26－151401A162太田岳史（岩手大農）シベリアの森林は水・熱循環に対して何をしている？？【P】

15二40－15二541A163縢（東大院工）・GAME－Tibet水文／衛星グループGAMEにおける水文過程研究の展開

　　　　　　　　　一GAME－Tibetを例として一

15二54－16：031A164　羅・山崎信雄（気象研）他7名気象庁全球同化システムによるGAME再解析（第4報）

　　　　　　　　　一GAME再解析Ver2の特徴とVerLl、ECMWFデータとの比較一

16：03－16二121A165撫（気象研）TMI輝度温度データの数値予報モデルヘの変分法を用いた同化（その2）一降水

　　　　　　　　　物理量の同化一

16：12－16二211A166谷田貝亜紀代（NASDA／EORC）・山崎信雄（気象研）他5名4次元同化プロダクトとAAN観測による

　　　　　　　　　地表面フラックスの比較

16：21－16：301A167嚥・釜堀弘隆（気象研）他1名GAME再解析データを用いたη一面熱・水収支解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：沖大幹（東大生産研）
16：30－17：001総合討論
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　　　　　大会第1日〔5月8日〕13：30《・17：00

　　　　　　　　　　　　　　　　B会場

専門分科会r豪雨・豪雪をもたらすシステムーメソ対流系』
　　　　　　（＿は講演者を表す．fP】≒PCプロジェクター使用予定）

13：30－13二351趣旨説明吉崎正憲（気象研）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：加藤輝之（気象研）

13二35－13：44i　B151』漬撫（北大理）・茂木耕作（北大院理）他7名2000年5月24目に関東地方で降電をもたらした

　　　　　　　　　スーパーセルの発達期の三次元構造［Pl

13：44－13：531B152騰（東京管区気象台）2000年7月4目東京大手町の大雨と降電について（事例解析）［P】

13二53－14：021B153二宮洗三（地球フロンティア）・柴垣佳明（大阪電通大）梅雨前線雲クラスターの階層構造

14二〇2－14二111B154繍（大阪電通大）・二宮洗三（地球フロンティア）メソα低気圧に伴うクラウドクラスターの

　　　　　　　　　振舞v・

14：11－14：201B155鰍（防災科研）・中村健治（名大大気水圏研）他2名航空機ドロップゾンデとTRMMにより

　　　　　　　　　観測された東シナ海上のクラウド・クラスター

14：20－14二351B156長谷江里子・新野宏（東大海洋研）1999年梅雨期の擾乱と大規模場

14二35－14：441B157鰍・上田博（北大院理）他X－BAIU－99で観測された2本の線状降水域における最下層ジェ

　　　　　　　　　ットの発達と冷気塊の流出による収束強化【P】

14二44－14：591B158膿（地球フロンティア）メソスケール対流解像モデルを用いた梅雨前線に伴うクラウドクラ

　　　　　　　　　スターの数値実験

14二59－15二〇81B159燃（気象研）2000年9月11～12目の豪雨に関連した総観場の特徴

15：08－15：171B160鰭・金田幸恵（名大大気水圏研）他1名東海豪雨の構造とメカニズム（1）マルチスケール構

　　　　　　　　　造と総観規模場の特徴

15二17－15二261B161難裏・若月泰孝（名大大気水圏研）他1名東海豪雨の構造とメカニズム（2）東海地方に長時間

　　　　　　　　　停滞し豪雨をもたらした降水システムの3次元的構造と時間変化

15：26－15二361休憩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：吉崎正憲（気象研）

15：36－15二451B162小林文明・上野洋介（防大地球科学）他2名水上竜巻に伴う渦の鉛直構造

15：45－15：541B163撚・石川裕彦（京大防災研）他1名台風の準停滞性アウターレインバンドにおけるメソサイ

　　　　　　　　　クロンの数値実験

15154－16：031B164野田暁・新野宏（東大海洋研）他1名小型スーパーセルにおけるトルネードサイクロンを形成す

　　　　　　　　　る渦糸と気流構造【P】

16二〇3－16：121B165鞭・新野宏（東大海洋研）他2名1999年10月27目の低気圧に伴う関東地方東部の大雨（そ

　　　　　　　　　の3）一乾燥貫入がもたらした局地的強雨一

16：12－16：211B166欝・植田洋匡（京大防災研）他1名低気圧後面で発達したポーラーローの解析

16：21－16：301B167騰・新野宏（東大海洋研）他2名　目本海のポーラーロウの構造と発達機構に関する数値的研究

　　　　　　　　　【P】

16二30－16二451B168撚（気象研）・WMO－01観測グループ2001年1月に観測された豪雪の非静力学モデルでの

　　　　　　　　　予想可能性一15目，23目に観測されたβスケール渦を中心として一【Pl

16：45－17：001総合討論
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　　　　　　　　　　　　　大会第1日〔5月’8日〕13：30’》17：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C会場

　　　　　　　　　　　　　　専門分科会『中間圏の物理化学過程』

　　　　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す．【Pl＝PCプロジェクター使用予定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：津田敏隆（京大宙空電波）

13：30－13二〇41趣旨説明　津田敏隆（京大宙空電波）

13：34－13二471C151鰍（東大）中間圏における光化学過程一中間圏界面薄層現象と酸素原子密度分布

13二47－14：001C152雛（名大院理）・中根英昭（環境研）他4名つくばミリ波分光計による中間圏オゾンの季節変

　　　　　　　　　動の観測

14：00－14＝Og　l　C153騰（科学技術事業団／環境研）・中島英彰（環境研）他2名　　氷の存在を示す極域中間圏雲の

　　　　　　　　　ILAS赤外観測結果

14：09－14：221C154繍（生産開発科学研）夜光雲という非線形自律振動系　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
14：22－14二351C155難・阿保真（都立大院工）ライダー観測による金属イオン層の特性

14：35－14：481Cl56撫（極地研）流星エコー観測による中間圏の温度変動

14：48－15：011C157川原琢也・騰（信州大工）他3名Ve質ica1出e㎜als血ct肛es血血e㎞tarcticregi。nm＿edby

　　　　　　　　　as・di㎜lidar【Pl

15：01－15：141C158灘（東北大院理）積乱雲からの上方放電（スプライト）【Pl

15：14－15：241休憩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：宮原三郎（九大理）

15：24－15：371C159灘（九大理）中間圏における大気大循環・波動に関するモデル研究

15二37－15：501Cl60藤願（東北大院理）中間圏・熱圏結合のモデリング～下層大気と宇宙空間からのエネルギー流入

　　　　　　　　　に対する応答過程～【P1

15：50－15二5g　l　C161蘇（富士総研／九大理）・宮原三郎（九大理）大気大循環モデルでシミュレートされた重力波と

　　　　　　　　　潮汐波の相互作用

1559－16：121C162謙・塩川和夫（名大STE研）他5名大気光イメージャー観測による重力波の三次元構造

16：12－16二251Cl63轍・堤雅基（極地研）他1名極域中間圏大気重力波と南極MSTレーダー計画

16：25－16二381C164繍・石井守（通総研）他9名アラスカにおける中間圏・熱圏大気変動の観測

16：38－16＝471C165鰻・江尻省（名大STE研）他3名　全天大気光イメージャーで観測された中間圏界面付近の

　　　　　　　　　drain－like構造P】

16二47－17二〇〇l　C166㈱・澤井志彦（京大宙空電波）他2名　レイリーライダーによる中間圏温度と大気重力波の

　　　　　　　　　観測【Pl
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　　大会第2日〔5月9日〕09：30’｝12：30

　　　　　　　　　　　　　A会場

［キーワード：気候システム，大気放射他］　司会：西森基貴（農環研）

　　　　　　　　　　　蝋～は講演者を表す）

一般ロ頭発表

A201麟，等鷺騰理欝調腿鷹欝過
　　程について

A202購躍欝銃駐霧繕」繍繍●半乾

A203騨鮮院）黄土高原に降水をもたらす気

A204鱗黎騰謙澱諺観レ蒸発量からみた東

櫛羅麟矯囎胸あ簾舗欝情報文化）

A206山元巨三郎・奥田昌弘（気象協会関西）他2名2次
　　モー　ン　の気候変動の研究（序報）一年降水量の
　　標準偏差の長期傾向一

A207羅懸、叢箋腰離篇鰐賭賜
　　2）

A208山本桂香・西岡秀三（慶応義塾大院）気候変動に伴
　　　撒おける影響検出に関する研究

蒐09緯ジ講朧書囎膿熱豪王裾
　　推定一京都における1月の月平均気温の復元一

　　　　　　　　ポスター発表
　　【概要紹介（1件30秒以内）の後，PA会場で講演】

P201霧勝繍騰欝撫灘麓騨）他
P202E．」．Cha・M．Kimoto（東大気候システム）
　　Asian　Telecomection　during　El　Nhlo　Summer

P203安富奈津子・木本昌秀（東大気候システム）北半球
　　夏季におけるアジアモンスーン域の主要変動モー
　　　ド

P204嚇鰭翫謹瑠，瀞孟輩警蚤磁
　　係
P205歌全震（地球フロンティア）・杉正人（気象研）Possible
　　change　of　the　seasonal　vahations　of　East　Asian　summer

　　rainf吾ll　due　to　enhanced　greenhouse　gases　and　suL6ate

　　aerosols－study　with　a　hi的一resolutionAGCM

P206野田彰・八牧幸子（気象研）地球温暖化におけるエ

　　ーロゾル騨価
P207折一’　良（気象研）・飯塚聡（防災科研）他2名大
　　気濁，。日モデルの積雲対流スキームによる違い

P208黙舘撫難講難膿男さ鑛
　　度の変化一気象研究所大気海洋結合モデルによ
　　　る数値実験一

P209羅犠婁酵勇解）ENSOとモンスーン

P210灘麗謙雛漢墾脚鰯（㌫
P211矢吹裕伯（地球観測フロンティア）・見玉裕二（北大

　　低糀1名シベリア・ティクシにおけるフラ
　　ックス観測

P212磯、1蟹難鰹讐羅講鵬顯直襲
　　験
P213柿沼和彦・山川修治（目大文理）黒潮大蛇行と
　　ENSOおよ灘との関連性
P214灘惣舗辞研）他2名探査機電波を用

P215五十虫弘道（筑波大生命環境）・安成哲三（筑波大地
　　　・・子）　ロシア西部における融雪時期の年々変動
　　　と大気循環

P216欝騰響熱鱗姦響）他1名
P217麟掻難編鯉螺鱒野評にお1ナ

P218難纏騰星勢聾2毒購舞憧薯
　　いて

P219灘骸潔群雨前線の形成に関する4

P2201灘灘i螂毒鍋辮漏謬）首都圏

P221羅鞠葦翻r9裟糖磐｝晶雲の放射

P222灘罎鞭肇翻朧院理）不均質大気にお

P223深堀正志・青木忠生（気象研）他1名2．6－3．Oμm領
　　域欝るN、0の吸収線パラメータ
P224大和田浩　（気象衛星センター）・北川裕人（気象庁
　　　’　　　）気象庁全球モデルから計算されるGMS
　　赤外輝度温度の検証

P225浅野正二・朽木勝幸（東北大院理）他2名雲の「目
　　射異常吸収欝ぐるARM－JACCS共同観測
　　　：ARESE－H解析速報

P226蕪鰻翻羅縛麟熟灘箋
　　放射伝達の効果に関する研究

P227轄チ蝦鰹轟鵬1頸、1轡面付近の

P228沮麟瓢藩搬発鶴講蟹携肇ア欝
　　　ル光学特性と放射効果への影響一ASTAR2000二
　　　一オルスン地上観測一

P229　岩崎杉紀（神戸大自然）・岡本創（通総研）他1名二
　　　’麟ダによる雲とエアロゾルの同時地上観
　　　測

P230真野裕三（気象研）非球形大規模粒子の散乱問題に
　　　灘ultipoleAlgorithmの禾1』用
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大会第2日〔5月9日〕09：30’》12：30

　　　　　　　　　　　　B会場

［キーワード：物質循環，環境気象他］　司会：平沢尚彦（極地研）

　　　　　　　　　蝋～は講演者を表す）

一般ロ頭発表

B201片桐　一郎・関口美保（東大気候システム）他1名
　　A　　　テータ解析より得られた雲微物理パラメ
　　ータを用いた巻雲の放射収支に関する研究

B202軸、鱗覇鯉ヒ瀟識欝攣雫蓼
　　シング

B203繍露響糠難辮騒響耀
　　（序報）一アンデォ機種による特徴一

B204久慈誠（奈良女子大理）・内山明博（気象研）近赤外
　　　婬》トセンシングデータを用いた可降水量の推
　　定

B205ZD。Ade　ewa・KNakamura（名大大気水圏研）
　　Vall　tlon　o　TRMM　PR　Ra血飴ll　Data　Over　Five
　　Climatic　Regions　in　A伍ca

B206羅難曇認壁欝轟離圏研）T㎜iデー

B207懸難締鰍麹離鴎騙譲箋耀
　　響

B208高橋修平・亀田貴雄（北見工大）他5名南極東クィ
　　ーンモードランド地域における無人気象観測（1993
　　～1999）一観測手法および結果一

B209、難蓮茎羅螺齪羅靱箏鷲謹術

　　　　　　　　ポスター発表
　　【概要紹介（1件30秒以内）の後，PB会場で講演】

P231鯉騰蹴儲縞欝鰻叢錫翁
　　定（H）

P232難（灘萎蘇高磁繍考隻騨
　　一ション

P233島灘鼎黙轟志翻易他3名三次元流

P234。饗謙ざ囎騨鐙鵬論饒讐鵠
　　ングモデルの現状：非メタン炭化水素の導入

P235。謙1駄蕊識鵜鑓塁勲燦轟
　　球面効果の導入

P236轍・Itsushi　Uno（地球フロンティア）他3名
　　Intercomparison　of　chemical　mechanisms　in　the

　　Models－3co㎜㎜i妙Multi－scale前Qmli呼
　　　（cMAQ）modeling　system

P237　谷本浩志（東大院理）・古谷浩志（科技団）他4名北
　　海欝島において観測された地表オゾンと反応
　　性窒素酸化物の季節変化

P238曲　欧二良（地球フロンテイア）・高橋正明（東大気
　　｛シスァム）他1名海塩粒子化学過程粒径別計算
　　モデルにおける硝酸の動態

P239　濱村翠・香川晶子（奈良女子大理）他2名ILASを
　　用撒層圏大気中微量成分の解析1．硝酸と二
　　酸化窒素の比について

P240羅欄謙暫離麹傷罐墾爵
　　厚さ

P241撫禦聾緒鰭欝雛幅薦
　　遊粒子状物質の挙動の研究

P242林政彦・山下克也（福岡大理）顕微ラマン分光法に
　　囎々の黄砂粒子の特性化の試み

P243中里盲久・永井智広（気象研）他3名ラマンセルを
　　構イダーによる対流圏オゾン観測実験

P244識（櫨nロ蘇1鷹鱒攣委雛
　　能評価と大気化学種の光分解速度の測定

P245隷鰐響）慧燦認嶽言；
　　　ックスの長期観測

P246蒲生稔・林正康（産総研）他5名熱帯多雨林の二次
　　騰ナる二酸化炭素収支観測（その3）

P247耀齪欝禦難嚢スカラーフラッ

P248灘お薩謬銃旛曙鵬鵠譜藻
　　（n）一〇zone　IsoplethDiagram描画の試み一

P249鞭討鞭野辮総灘鐵．毫
　　いて

P250黙讃樺鵜鑑緯目本列島におけ

P251大和田道雄（愛知教育大）・風岡亮（名大院）他1名
　　温帯低気圧の通過に伴う酸齢ン濃度の動気候
　　学的解析

P2521鱗鐸聾耀理科大）他2名関東地方

P253坪田幸政（慶磨義塾高）・川嶋弘尚（慶磨義塾大）道
　　蕗嫌起因する大気汚染物質の動態

P254驕躍離艦羅鑓協縄灰追跡モ

P255藩る蕪難翻磯ダ宅島の噴煙至U達高

P256騰混理懸夫（気象研）汚染大気中における
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大会第2日〔5月9日〕09：30～12：30
　　　　　　　　　　　　C会場

［キーワード：降水システム，台風他］　司会：赤枝健治（気象研）

　　　　　　　　　女～～～は講演者を表す）

一般ロ頭発表

C201山本哲・赤枝健治（気象研）他3名空港気象霧観測
澱一の評価（2）特別観測K㎜OX2000資料

　　による検討

C202羅警藝碧弟テ麗暑灘騨鶴糧
　　のモンテカルロシミュレーション

C203鰹落鞭輔難波叢発縮装磐匙
　　ション
C204　青柳祐二（東京学芸大）・花土弘（通総研）他1名

　　丁灘」タを用いた夏季北西太平洋における降
　　水を伴う対流雲の研究

C205　谷　一’・中村健治（名大大気水圏研）熱帯降雨
　　　測　　による熱帯地方の降雨の高度とレーダー
　　反射因子の関係の研究

C206難£燦響撫ぎローズ型セル状対流雲の

C207繍驕鰐騨縫繍羅羅　大）他

C208轟辮鰭灘酵齢翻鰭鯉雨）の
C209Soehoed　Di　a　Wirawan（神戸大自然）・F、Renggono
　　（BPPT）　1　レー　インゾンデと境界層レーダー
　　観測による赤道域下層大気の成層安定度

C210祝林文（運輸施設整備事業団）・中澤哲夫（気象研）
　　㈱ion　and　water　vapor　activities　along　with
　　tropical　cyclogenesis

C211吉村純（地球フロンティア）・杉正人（気象研）高分
　　辮気大循環モデルによる台風シミュレーショ
　　　ンー海面水温・CO、濃度それぞれの影響一

　　　　　　　　ポスター発表
　　［概要紹介（1件30秒以内）の後，PB会場で講演】

P257騨と㌍銘囎灘熟箔3名ミリ波

P258騨こ騨密嚇羅脚簿繍暮婆
　　た三次盆地における霧の内部構造

P259辮ご㌍鞍癬磯鵬榔リ波ドッ

P260搬懸櫻溜雛攣婆鰻撃
　　例解析

P261藩謙。シ鎌．轄鵠騰鱗轡！
　　て

P262羅聾幣低羅購黙轍欝物幾勢
　　北極海航海で観測された層雲の構造

P26纏撫ど鑛麟翻講雛議戴詩）ロゾ

P264奥村晃治・里村雄彦（京大理）他1名GAME－丁領域
　　幣測された気象レーダーデータの統計的

P265罐鶴矯護翻懸撚齢縣雍お1ナる

P266中村一（気象研）・三島研二（測技協）他5名GPSつ
　　禰密観測2000：観測の概要と速報解析

P267雛麟鼎罷襟騰鴇あ謙
　　な関係とその地域特性

P268瀬古弘・中村一（気象研）線状降水系の形態と中層
　　嵐み嵐向との関係

P269翻（灘謙終鴻謙糀喰叢
　　（T9804）発生過程のメソスケール解析

P270纏旙騨簿鍵鰍簾羅矯非静
P271別所・太郎・中澤哲夫（気象研）他3名Typhoon
　　　㎜』ter　OOエアロゾンデ観測結果その1観測の
　　概要とデータの検証

P272欝盤㌦鯉卿鯵鷺蕪2為
　　2乾燥気塊の貫入

P27麟醗羅警誰響）波浪による海面粗度

P274轄騨野・講綿隣羅纈羅羅
　　っ植生地に適用可能な地表面粗度長の定式化

P275折笠成宏（気象研）・Andrew　Heym面eld（NC㎜
　　灘〉1名巻雲における小さい氷晶の粒径分
　　布パラメタリゼーションーJACCS期間に観測さ
　　れたHYVISデータより一
P276芝川晃一・中村健治（名大大気水圏研）衛星搭載降
　　携による熱帯域海洋大陸における降雨の目
　　周変化特性の研究

P277　　あゆみ（法政大院）・河合隆繁（目大院）寒気南
　　　　、こ・　るガストの発生に関する一考察一伊豆
　　　諸島の空港を事例として一

P278鞭暮翻謙艦灘麟聾9婁嘉
P279足立かずよ・佐々木秀孝（気象研）他1名領域モデ
　　　ル　　　こ　ブグリッドスケールでの土壌非一様
　　　性を考、、した陸面モデルを組み入れた場合の気候
　　　感度実験（その1）

P2801撚燕騎一郎（大阪大）他3名電波干渉計

P28’蠣纏癖鶉騨勘鍬認お
　　　関係
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大会第3日〔5月10日〕09：30～12：30
　　　　　　　　　　　A会場

［キーワード：大気力学，中層大気他］　司会：野沢徹（環境研）

　　　　　　　　　（～～へ～は講演者を表す）

一般ロ頭発表

A301黒田剛史・高橋正明（東大気候システム）他1名
　　灘ES　AGCMを用いた火星大気シミュレー
　　ション

A302難羅傷潔i翻部境界層と鉛直拡散1こよる圏

A303山本勝（和歌山大教育）・田中浩（名大大気水圏研）
　　繍こよる移流・遠心力平衡について

A304一濯擁濃矯纏潔俣譲議懸講緯度

A305ガ難鯉魏気豫警藩影灘露虚謎
　　SchubertとTiedtkeの比較

A306蠣（懸S灘ζ去磁杢罷難礁
　　OGCMの結合モデル

A307黙齎畷騰翻縣ヒ撫ム）目本付近

A308宮腰紀之（新東京航空地方気象台）高高度晴天乱気
　　欄《薪INDEXの開発（3）一乱気流の発生源に
　　着目したINDEX－

A30’纒灘翻獲螺繍き鶴鉱論瘍潔像度

A310羅鰐紫鶴礫魏繋騒皇議駿
　　圏における風の層状構造

A311漁（宇宙研）・山本勝（和歌山大）他金星大気ミ
　　ッションが拓く科学

　　　　　　　　ポスター発表
　　【概要紹介（1件30秒以内）の後，PA会場で講演】

P301擁（憩鵠オabo「atoUModelof甑ian

P302前田修平・高野清治（気象研）北太平洋の大気季節
　　騰椌（ISV）のエルニーニョ年とラニーニャ年
　　（冬）による違い

P30囎雛躍篠羅賜穣騰ぎ流圏下
P304鰍↓聡・田中博（筑波大地球科学）正規直交ウェ
　　ーブレットを用いた1980年1月の太平洋ブロッ
　　キングのエネルギーおよびエンストロフィーの局
　　所スペクトル解析

P305岩尾航希・廣岡俊彦（九大理）北半球オゾン減少の
　　解欝ロッパ上空のオゾン減少

P306榎本剛・松田佳久（東大理）他1名赤道から離れた
　　嫌対する応答基本東西流の役割と山岳の力
　　学的効果

P307羅●松田佳久（東大理）金星大気1こおける山

P308　杉　耕一朗（北大理）・小高正嗣（東大数理）他2名
　　木型山、　気の熱力学計算

P309　山本勝（和歌山大教育）・高橋正明（東大気候システ

　　職化金星大気GCMで再現されたスーパー回
　　転と擾乱について

P310黙難繍直鰻難薇灘2夷寮
　　の巻き上げ

P31’麟あ雛鍛（九大理）大気自由振動の励

P312撫（鞍辮商欝蝶難韻醤臨
　　北変動の遷移過程

P313灘麟磯里弊纏写識鵬2纏
　　（3）一正二十面体測地線格子と立方体格子の比較一

P314奮難瓜藻蝉1辞大院）他2名マイク

P315難藩鵯餓羅轟縄羅灘薇雍研）

P316騰繍麟議需）中間規模波動出現日寺

P317雛驕灘縢甥譲sのHeliciW線形断熱

P318牛丸真司（沼津高専）南半球冬季成層圏の年々変動
　　期データによる相関解析一

P319灘齪霧囎薦籍擶ける対流圏

P320難禦1葱離総勲顯中薦置嵐あ姦

P321山田雄二（地磁気観測所）電離層での準2目周期波
　　について

P322小坂純一・堀之内武（京大宙空電波）赤道域積雲対
　　繊気重力波の中層大気への伝播（3次元数値
　　実験から）

P323講連顯欝プ7ツトフォーム運用検討

P324力購績謄軸講婆轟藝、ざ罐難
　　による評価（皿）

P325～P330についての概要紹介は大会第3日［5月10
目113：30～17：00にA会場で行われる専門分科会
「APEX：アジア域の粒子環境の変動についての研究会」
の中で行われます．著者と講演題目についてはそちら
をご参照ください．
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　　　大会第3日〔5月10日〕09：30～12：30
　　　　　　　　　　　　　　　B会場

［キーワード：気象予報，中高緯度大気他］　司会：小泉耕（気象庁数値予報）

　　　　　　　　　　　　（〉〉、～は講演者を表す）

一般ロ頭発表

B30’簿響聾麗モ轡1蜘秋臨
　　子の観測

B302羅麟欝編瀞器禍簾黎
　　域の海面熱フラックスの比較一ゾンデ観測、数値
　　実験、客観解析一

B303郷ヲ辮灘驚懸魏雛誇鵜
B304彰新東（目本海洋科学振興財団）・Xiao　Feng（東工
　　羅名Application　of　CIP　to　Mesoscale
　　Meteorological　Model（MM5）

B305灘孟藷！気象研）ANewAdvectionScheme

B306難繍謬描糖襖誘郷黒魏
　　度関数の分散の表現

B307鼎嚢ま㌶歎縣継嚇劇懸実膿蟻
　　似パーフェクトモデルの外力の応答実験一

B308高田久　子（地球フロンティア）積雪のアルベドと
　　　　フグ1ッド被覆率が大気に及ぼす影響

B309Tauhid，Y．1．（名大大気水圏研）・Yamanaka，MD．（地球

　　観鱗ティア）Proposed　method　for　Est㎞ating
　　Evapotransp廿ation　inTropical　MonsoonArea

B310辮鵜縞諾響砺禦海の地震●噴火

　　　　　　　　ポスター発表
　　1概要紹介（1件30秒以内）の後，PB会場で講演】

P331懸甜藩（大阪教育大）他2名展示用自動

P332通信・放送機構他　成層圏プラットフォーム　風

　　襯糊究開発（n）
P333西垣語人（水戸地方気象台）実況の確率密度関数と
　　撒キルスコアとの関係を使った気象予測技
　　術の評価方法

P334イ羅雛灘鐸）1胡アンサンブノレ数

P335村田昭彦（気象研）・隈健一（気象庁数値予報）他3名

　　齢NHMの改良一Arakawa－Schubert積雲
　　パラメタリーゼションの導入一

P33％難譜騰驚轟懲騨多諮窪離
　　（第1報）

P337購認羅弊號羅韓高花ζ委
　　テムの開発一並列・分散メモリー計算機による最
　　適化と同化実験一

P338鼎離謙鍬騰麟騒羅唾
　　報）一X－BAIU－99，HUBEX99，KORMEX99データに
　　よる6時間間隔再解析一

P339難極購麟響囎鋸矯睦習
　　現頻度の関連性

P340麟。三黙騒磨講譜輔駿鐵留
　　2）

P341前田浩一・山崎孝治（北大院地球環境）オホーツク

　　醐の構造と生成機構

P342斎塑、難織馨纏魏ち鴛半
P343裂欝聾樵簗脅1男ム醐樽馳爵魚

P344繧織麟繍囎驕幣繋東アジア
P345堀E．正岳・安成哲三（筑波大地球科学）季節進行に

　　繍気とユーラシア大陸の地表面状態との関
　　係

P346難欝灘総鴨雛ンバージョン

P347織題謙籔饗欝製鎌気循
　　　環

P348，羅警礎磁認鵯講藤替
　　　ベントと海面付近の変動について

P349川刃辺直樹・堀之内武（京大宙空電波）他3名多次
　　　兀　　I　NumArrayおよびRuby／DCLを用いた描画
　　　ライブラリの開発

P350大鐘卓哉（小樽市青少年科学技術館）石狩湾の小樽

　　　灘する上位壁気楼
P351猪上淳・川島正行（北大低温研）他2名オホーツク
　　　湛繊の開水面が風下の氷縁域での熱収支に及ぽ
　　　す影響

P352　松川茂久（東大理）・北和之（東大先端研）鯉2名太
　　　帯底緯度域におけるオゾンおよびその目u駆物質
　　　の分布とオゾンの生成・消滅について

P353谷口由紀・山田道夫（東大数理）他1名回転球面上
　　　欄こおける2次元流体運動
P354大里木和敏（気象庁数値予報）ラジオゾンデ観測値
　　　　　　　日　パフォーマンス

P355良騰欝齢磐朧麟撒あ董襲喬
　　　量計の陸上比較実験

P3561號（亀囎購編騨研）他2名高層湿原

P357糖醗彦純藩1講螺蟹朧
　　　次元演算の自動化の試み一ドラッグアンドドロ
　　　ップであらゆるデータの演算ができるか？一
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大会第3日〔5月10日〕09：30《42：30
　　　　　　　　　　　　C会場

［キーワード：観測手法，大気境界層他］　司会：吉門洋（産総研）

　　　　　　　　　蝋～は講演者を表す）

一般ロ頭発表

C301響蟻講燦辮禦屡鱒画る燈の
　　について

C302名擢難認鷺譜鱒艦、瀟趣縫
　　AWS観測

C303、呂勝入黎臨縣驚ヲ轟茜蕊義
　　ける対流圏下層の観測

C304繍謹襲蔑蝿S贋獲1名西風’く一

C305久　田尚之（地球観測フロンティア）・米山邦夫
　　（AM　　C）也6名西風バースト状況下で観測さ
　　れた積雲対流活動

C306木内豪（土木研）将来の人工排熱増大が都市のヒー
　　階ランドに及ぽす影響の試算

C307舞講響）●堀晃浩（気象協会）ラフネスサブ

C308騰（名大水循環センター）・Mi㎞ail
　　贈朧繋蹴鯉龍羅to饗繍層毒蓬
　　の変動とスケーリング

C30’羅韓罪懸濃號離躊蕎
　　変動一

C310上村暁寛・遠峯菊郎（防大地球科学）他1名相模灘
　　1鵬ヤイクロ波伝搬の観測

　　　　　　ポスター発表
【概要紹介（1件30秒以内）の後，PB会場で講演】

P35噸鎮≡繍麟織縣灘墾轡帯のフ

P359醗峯鱗歯賭蟄懇犠4縛薪
　　測（その2）

P360　上幽志良（気象研）VIRS／TRMMデータでの雲分
　　’　・　7量

P361鼎編、1齪難礫羅編漏客嘉放

P362繍羅離名赫気欝灘」餐勢
　　ンデ観測

P363阿保真・安部晴彦（都立大院工）他1名小型アイセ
　　撒ヤンニングライダーの開発

P364騰1轟粛講鍵境界層レーダーに

P365醗訟鱗蝉鵬考鱒鱗勢高
　　発

P366中里盲久・高谷美正（気象研）2つのバイスタティ
　　麟幾を使ったドップラーレーダー

P367山田芳則（気象庁数値予報）連続の式を付帯条件と
　　閣データから繰り返し法を用いずに2次元
　　の風の場を算出する方法

P368購に㌍魅麟灘鮨5名ミリ波気象ド

P369目吉純一・長谷川旭（気象庁測器センター）屋外に

　　灘庄観測の試験

P370轟撫轟輪辮踏磐辮三灘轟
　　験

P371灘卿立春里中）●高橋忠司（埼玉大教育）

P372羅霊翻鰐％麟顯躊灘1塵原に
P373小川智・余偉明（東北大院理）A　n㎜aerical　study　on。
　　職t㎜・a1丘・nt・genesis・fsea－breezefr・nt

P374辮罐難黙獺！覇Sによる山岳地形ま

P375縣瀦鵬辮繍大1自然）他1名六甲山地

P376朧梨掛鶉翻灘学）夏期日青天目

P377嫌る細驚賠蟹競騒灘2眞等
P378丹野咲里・余偉明（東北大理）他2名数値モデルを
　　用窟だ営城県の局地循環と気温の目変化に関する
　　研究

P379撫岬灘塊翻布犠潮阪神地域1こ

P380謬幡魏（鱗鵜謙贈墾李蝦あ颪
　　向依存性の評価

P381灘、藷糖驚灘沸1癬臨齢総
　　Data

P382五十虫喜良・池田真帆（通総研）他4名稚内におけ
　　　　局　　気観測用VHFレーダーによる対流圏
　　の連続観測
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　　　　　　　　大会第3日〔5月10日〕13：30《47：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A会場

専門分科会rAPEX：アジア域の粒子環境の変動についての研究会』
　　　　　　　　　（＿は講演者を表す．［P】＝PCプロジェクター使用予定）

コンビーナー：中島映至（東大気候システム），岡本創（通総研）

13：30－13：321中島映至（東大気候システム）　「エアロゾルと雲の相互作用に関する現代的諸問題」

口頭発表（1）

13：32－13：441A351撚（千葉大CEReS）・岡田格（科学技術振興事業団）他5名APEX－E1（Amami）における地上エ

　　　　　　　　　アロソル観測

13：44－13：561A352麟（科学技術振興事業団）・高村民雄（千葉大CEReS）他7名APEX－E1（Amami）における地上放

　　　　　　　　　射観測と目射量推定について

13：56－14：081A353嚥（気象研）・石坂隆（名大大気水圏研）他4名APEX－E1航空機観測

14：08－14：201A354　石坂隆・M．Adhikari（名大大気水圏研）他2名2000年APEX航空機観測における低過飽和雲粒核

　　　　　　　　　濃度測定

14：20－14：321A355　浅野正二・谷園雅代（東北大院理）他2名層積雲の放射特性に及ぼすエアロゾルの効果に関する

　　　　　　　　　研究

14：32：一14二441A356鈴木興司・灘（東京理科大理）他2名光音響法と黒色炭素粒子濃度から求めた大気エアロ
　　　　　　　　　ゾルの複素屈折率虚数部【Pl

ポスター概要紹介

14：4444：481P325　熱・石坂隆（名大大気水圏研）他4名2000年APEX航空機観測における大気汚染度の測定

14：48－14：521P326撫・久世宏明（千葉大CEReS）他4名奄美大島における小型ライダーによる対流圏内のエ
　　　　　　　　　アロゾル観測IP】

14：52－14：56『P327西沢智明・浅野正二（東北大院理）他2名地上放射観測によるエアロゾルの直接放射強制力の評価

14：56－15：001P328騰（名大人間情報）・Nagai，T、（気象研）他4名Lidar　Observation　of　vertical　struc仙℃of　dust　layer

　　　　　　　　　over　Taklimakan　Desert

15：00－15：041P329繍・中島映至（東大気候システム）他4名地球放射収支におけるエアロゾルの影響に関する

　　　　　　　　　研究

15：04－15：081P330増永浩彦・中島孝（EORC／NASDA）他3名TRMM搭載VIRS／TMIによる多波長雲観測（n）

15＝08－15：241休憩

ロ頭発表（皿）

15二24－15：361A357藤薦・青木一真（北大低温研）他準実スケールの雲物理実験装置で検出した過飽和層

15：36－15：481A358鷺・松井一郎（環境研）他2名ライダーによるアジア太平洋域のエアロゾル・雲の観測研
　　　　　　　　　究

15：48－16二〇〇l　A359㈱↓（通総研）・岩崎杉紀（神戸大）他5名アクティブセンサによる雲複合観測研究

16＝oo－16：121A360中島孝・YiLiu（NAsDA）他3名MoDlsが観測したAPEx－E1期間中の雲・エアロゾル

16二12－16：241A361鯖（九大応力研／地球フロンティア）・石原浩二（科学技術振興事業団）他2名化学天気予
　　　　　　　　　報システムの開発と東アジア域への応用

16二24－16：361A362膿・秋元肇（地球フロンティア）他2名CCS即MES　A㏄Mを用いた対流圏光化学モデリン
　　　　　　　　　グ：準リアルタイムなオゾン・関連気体の全球分布の計算IP】

16：36－16：481A363撫・中島映至（東大気候システム）他2名エアロゾル輸送モデルを用いた東アジアにおけ
　　　　　　　　　る将来のエアロゾル分布予測実験

16：48－17：001A364神代剛・沼口敦（北大院地球環境）下層雲の雲量と光学的厚さの変動要因

66
“天気”48．3．



203

　　大会第3日〔5月10日〕13：30～17：00
　　　　　　　　　　　　　　B会場

専門分科会r地球シミュレータ時代の数値モデル』
　　　（＿は講演者を表す．［P】＝PCプロジェクター使用予定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：住明正（東大気候システム）

13：30－13：351趣旨説明住明正（東大気候システム）

13：35－14：001B351醜（東大情報基盤センター）・住明正（東大気候システム）スーパーコンピュータの今後の動向

L気候モデルの現状

14：00－14：091B352撒（環境研）・阿部彩子（東大気候システム）他6名温暖化実験にみられるCCSR／NIES　CGCM

　　　　　　　　　の気候感度について

14：09－14：181B353繍・渡部雅浩（東大気候システム）他4名フラックス修正を用いない全球大気一海洋一海氷結

　　　　　　　　　合モデルー中解像度版一

14：18－14＝271B354嚇・小倉知夫（東大気候システム）他4名長期気候変動研究をめざした全球大気＿海洋＿海氷

　　　　　　　　　（一氷床）結合モデル

l　I．次世代モデル開発

14：27－14：361B355鰍（気象研）高分解能全球大気モデルの開発について

14：36－14：451B356蹴・隈健一（気象庁数値予報）他1名気象庁並列版全球数値予報モデル【pl

14：45－14：54i　B357蕪！気象研）semi－implicit　se血一Lagrange全球モデルの高速かっ精度の高い方法の検討

14二54－15：031B358轍（気象研）気象研究所／数値予報課非静力学モデルの全球バージョン【P1

15：03－15：121B359黙・津川元彦（地球フロンティア）他2名超並列計算機上での次世代大気大循環モデルの力

　　　　　　　　　学フレームワークIP】

15：12－15：211B360石黒貴之・服部啓太（名大工）他3名二重フーリエ級数展開を用いた球面上の流体方程式の高速解

　　　　　　　　　法【P】

15：21’15：301B361灘・赤堀浩司（名大工）他1名結合コンパクト差分を用いた球面上の流れの高速計算Pl

15：30－15：391B362須臨・高見雅保（名大工）他2名高速球面調和関数変換アルゴリズム【P】

15二39’15：481B363醸（高度情報科学技術研究機構）大規模並列計算日寺代に向けたカップリングストラテジー【P】

15：48－15：571B364購（高度情報科学技術研究機構）・露木義（気象庁数値予報）分散共有メモリ型計算機に適し

　　　　　　　　　た全球大気データ同化システムについて

15：57－16：061B365癬・露木義（気象庁数値予報）全球3次元変分法解析の分散共有メモリ並列計算手法

16：06－16：15j休憩

l　l　I．領域気候モデル

16二15－16：241B366撒・室井ちあし（気象庁数値予報）他2名気象庁並列版領域数値予報モデル

16：24－16：331B367撚（気象庁数値予報）・斉藤和雄（気象研）他2名気象研究所非静力学メソモデルの大規模

　　　　　　　　　並列計算機への対応【P】

16：33－16：421B368鞭（京大理）・岩崎俊樹（東北大理）他急峻な地形での非静力学モデル比較実験一予備実験一

16：42－16：511B369繍（名大大気水圏研）・榊原篤志（高度情報科学研究機構）他1名雲解像モデノレの開発とその

　　　　　　　　　並列計算（皿）一実地形の導入とシミュレーション実験一

16：51－17：001B37・礁・松田佳久（東大理）回転成層流体における乱流の数値モデルの構築【pl
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大会第3日〔5月10日〕13：30～17：00
　　　　　　　　　　　　C会場

専門分科会『極域寒冷域対流圏の循環と変動』
　　（＿は講演者を表す。［P】ニPCプロジェクター使用予定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：中村尚（東大理／地球フロンティア）

13：3043：321趣旨説明中村尚（東大理／地球フロンティア）

13二32－13：471C351漁（気象庁気候情報）気候系監視から見た北半球中・高緯度の最近の変動IPl

13：47－14二〇〇l　C352鷹・黒田友二（気象研）北極振動における成層圏、対流圏成分

14：00－14：131c353磁（IARc／FRsGc）・岡田亮（筑波大地球科学）大気大循環の順圧成分に見られる卓越振動一Ao

　　　　　　　　　は第1モード、NAOは第1・第2合成モードー

14：13－14261C354本田明治（地球フロンティア）・中村尚（東大理／地球フロンティア）アリューシャン低気圧一アイス

　　　　　　　　　ランド低気圧シーソーと下部成層圏循環との関係

14二26．14二391C355高谷康太郎（東大理）・中村尚（東大理／地球フロンティナ）シベリア高気圧の異常増幅過程に関する

　　　　　　　　　研究

14：39－14＝521C356灘（地球フロンティア）・Judah　Cohen（AER）他1名Linkage　between　Aut㎜m　Eurasian　Snow

　　　　　　　　　Cover　andNorthemHe血sphere　Wintelt㎞e　C1㎞ate　Variability【P】

14二52－15：101討論

15：10－15二251休憩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：浮田甚郎（NASA）

15：25－15：381C357騰・立花義裕（東海大文明研／国際北極研究センター）他2名北極振動とオホーツク海海

　　　　　　　　　氷量の負の相関関係

15二38－15：511C358簾（北大低温研）・小野純（東海大文明研）他5名海氷に覆われたオホーツク海南西部の乱流フ

　　　　　　　　　ラックスと海氷密接度の関係

15：51－16二〇41C359鈴木香寿恵（都立大理）・増田耕一（地球フロンティア）他2名南極域における熱収支解析

16：04－161171C360撫・阿部彩子（東大気候システム）他1名大気海洋結合モデルにおける海氷再現と力学過程

　　　　　　　　　に関する感度実験

16：17－16二301C361榎欝（北見工大）・山崎孝治（北大地球環境）他1名南極の雪氷圏の変動と冬期のブロッキング

16：30－16：431C362轍・阿部彩子（東大気候システム）他2名南極及びGreenland氷床の再現と地球温暖化に対

　　　　　　　　　する応答実験『】

16：43－17：001討論
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